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Sumu1ary 
Species identification of eight isolates of Cylindrocladium sr平合omfive plants was checked 
by comparing their pathogenical, morphological and ser叫ogicalproperties. 
Pathogenical comparison among them was carried out by inoculation test with the cul“ 
tured mycelia to five lcguminous plants, broad bean, french bean, lupin, peanut and acacia. 
According to the significant di丘erenceof the pathogenicity to fr℃nch bean seedlings, eight 
isolates were divided into the following three groups: the first group containing Cyl 1一l一01
isolated i旨ompean t, Cyl Acacia No. 2 from acacia (Acacia melanoxylon R. BR.) and Cyl 
Cha 6 f1‘om paddy rice plant; the second including Cyl 9-3 and Cyl 6 from paddy rice 
plant and Cyl L from lupin; the last com prizing Cyl J 8 from paddy rice plant and Cyl 
14」 41色、omlupin. 
The morphological cxamination of these isolates was mainly achieved on the observation 
of co凶diaand vesicles (swelling cels) showing the characteristic of the genus Cylindrocladium. 
Species of eight isolates were synthetically decided from the observation rcsults on re欄
ferring to the descriptions in literatures, along with those of serological tests using two 
antisera. Three isolates belonging to the first group (Cyl 1-1-01, Cyl Cha No. 1, and 
Cyl Acacia No. 2) W巴remorpl叫ogicallyide凶 fiedas C. jloridanum SoB認玖set SEYMOU 
on the basis of the characteristics ofconidia (which had one septate, 41.1-45.0 μin le時 th)
and of globose type vesicles. They were s巴rologicallyclosely related each other. 
Cyl J-8 and Cyl 9-3, each of which belonged to theιliffi巴rentgroup, were cl出 sified
intoι scoparium Mo双GAN合ommorphological observation of conidia (which had one 
septate, 48. 7-51.6 μ in length) and of ellipsoid type vesicles. This relationship was 
confirmed by the result of serological test. 
Although the isolat巴ofCyl 6 showed some morphological differences from both of the 
above isolates, it was also recognized as a strain of C. scoparium on the basis of the antigenic 
relationship. Species of both Cyl 14-4-1 and Cyl L remain to be undetermined in this 
experiment. 
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I. 緒。lindrocladium腐は Morgan24）によって設けられ，彼は Gleditschiatriac仰 thos（マメ科純
物）の爽から病原閣の分離を行ない，本T£iをCylindroclαdiumSCOJうαriumMORGANと命名した．
その後本i1Mは畑作物j，－よび林水の苗木の桜腐れ，立枯れの病原j]ljとして多くの椛物に被容をもた
らすことが報公3,5,8,9,11, 14, 16,17,40, 41）されている.BoedijinとReitsma7lは今まで報告された Cylin-
droclαdi um 騎の病原闘を分主主胞子の）惨状のZ:~8もに基づいて， 7穏に分類した． これに対して
SobersとSeymour29lは木版の錦B完成の分類は分生胞子の形状のみでは不充分であり，この外に
菌糸体の一部に形成されるj限状細胞（vesicleまたは swellingcell）の形態が分類上の重要な基準
であるとし，その後の彼らの研究幸IH¥rao-33）ゃ Morrisonら25）の分類もこの基準によって行なわ
れている．現在まで諸外国で Cylindrocladium腐の病原ftiとして報告された磁類は10数種にのぼ
っている．
わが閣にかける Cylindrocladium臨時の研究は松柿21）によりイネの葉しょう制民：病とノレーピ
ンの立ti1i)l誌の病原耐として報公されたのが故初であり，その後？？初14）はイネの議しょう副首斑病の
病原！おを C.seaραrium と同定した．ヌド病にi潟してはj箆川i ら 12,13）により， ~｝j除？と主体にしたーえtt
の研究がなされ，凶杉・加J~36）は東北地方にかいても本摘が多発していることを報告した． 怒
らは！日i報20,27 ）に主fいてイネ楽しょう紛成摘の発生とその時斑ならびに病原的核の解i'\'IJ~ 行な
い，本的が前核的の一磁であることを切らかにした．
イネ以外の組物については王寺下・伊藤川は，武花ノレーピン， エニシダ， ユーカリのJ:他病の
病bl'1J.誌を C.seaραriumと河定し，生越28）はナンキンマメの根｝船内の病販商も河様に C.scopa-
riumであると報告した.C. seaραrium以外の Cylindrocladiwn属の病原磁として寺下39）はマメ
科植物から Cy!indr・oclαdium cαηielliae VENKATARAMANI et VENKATA RAMと C.macro宅porum 
（完全l¥f1＼；は CalonectriαhederaeARNAUD）を分荷lEL，向定した．ーブr;,Cylindroclαdiwn E誌の
完全時代である Calonectriaについてわが国で報告されたものには前記寺下の C.hederaeの外に，
同氏によりアカシアから分離された Cαlonectrialiyotensis TERASHITA 3slがあり，また，郷関生23)
はダイズ探根脳病の病原閣を Cαlonectriacrotalαriae (Loos) BELL et SoBEIミ日と記載している．
従来わが問にふ、けるのlindrocladiurn悶に源開する前認は Cseaραriurnによるとされたもの
が多い.iた，その分類， i認定も子災体の形態に悲惨をbいてなされてきた．本研究では Cylirト
droc!adium属医iの各務部株について，その病原学的な比較を行なうに当り，従米から行なわれ
てきた病原性てとらびに形態的てと比較の外に，近年病原菌の種の類縁関係の判別に Burrellら10).io' 
J：び Goodingら15）により用いられているJfn.il在学的な方法を加えて検討を試みた．すなわち，イ
ネ諜しょう網斑病の綿斑から分商IEした3i~i株と，ナンキンマメ，チャ，アカシア jジよびノレーピン
からそれぞれ分離され，いずれも Cseaραriumとされてきた5溺株（分譲誌［）の合計8T!Ei株に
ついて，病原性，形聴かよび泊i治学的な見地から総合的に禄（species）の検討を行なったもので
ある．えとな，本研究では Cylindrocl.αdiumの完全時代である Calonectriaについては触れていな
いが目下検討中である．
本研究にもIt試するためl!ti株の分壌をうけた農林省農業技術研究所滋永時任技官，同生越i珂技官．
1段林省茶業試験場潟j選茂雄技官，；；a林省林業試験場伊藤一雄技官，間九州支場総本平一技官bよ
び，本実験を行なうに当り文献の蕊 ~J. と有益なる助言を賜わった間四国支；場寺下総喜代技官の各
位に深訟の：訟を表する．
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I. Cylindrocladiwn摺溜株閣の病原伎の比較
1. 材料J，•よびプi法
53 
Cylind1局・ocladiumj町お株tmの前服役を比絞するために供試した検定織物は5穂のマメ科般物，
すなわち，ソラマメ （Viciα.fabα，品積：平生長災蚕豆〉，アカシア （AcaciαmelαnoxylonR. BR., 
品種：メラノキシロンアカシア），ナンキンマメ （Arachishypogaea, 1f'r:fi在： 1二葉中粒），ノレー ピ
ン （Luρinusluteus, rl~tfil ：武花ノレーピン） ;h、よびインゲンマメ （Phaseolusvulg.αris，品積：江戸
川来立）である．これらの磁予を法改JH有機水銀剤で表部殺l~i したのち，減問土壌を入れた径12
cmの京焼鉢に摘額，育成した詣である．
本災験に用いた CylindrocladiumE誌の j~j株はJ;l~U交に示すような 8lfilの1:.Ut;1とで， Cyl茶1
株をのぞき，あとの7磁の議株はそれぞれの分総得主に民し談機し，再分離を行なったものであ
る．これらの各部株をブスマJ'.t¥'±l!Hz:25°Cで， 7EI PrUJ官接し，このfr,:JfulOOgに，恭摺水400ml
を加えてミキサーで2分間熔砕し， l誌の浮遊波を作り， この 5mlを各検定純物の地！際部の土壌
に抜寝［した．対照、として官民地譲ブスマ桜丸hてと間総に緩和した．この試験は1972"1~4月から 7月に
かけて，ガラス議内で行なった．
Host 
Isolate plant 
CylJ-8 Rice 
Cy! 9-3 Rice 
Cy! 6 1ミice
Ci~I-01 Peannt 
c~~~ha Tea plant 
c?'L+1 
Lupin 
Cyl L Lupin 
C~~ Acacia Acacia 
. 2 mel問。－
そylon
2お1表供試したひlindrocladium｝，必ruの米朕
Table I. Origin of Cylindrocladium spp. tested. 
Part of 
isolation Locality Date and isolator 
Sclerotium E王onjo, Saga July 21, 1970 
in sheath 
Leaf Horサo, Saga November 8, 1963 
Sheath Honjo, Saga October 25, 1967 
Root Yachimata, Chiba July 31, 1967 
Root Shimada, Shizuoka September 1969 
Seedling Aichi 1957 
Seedling Mcguro, Tokyo August 5, 1950 
Stem Yame, Fukuoka June 10, 1970 
N. Araki 
F. Nonaka 
F. Nonaka 
A. Ogoshi 
S. Takay孔
’I'. Tominaga 
Ito & 
Terashita 
H. Hashi-
mo to 
各I務株の摘Jit伎の強弱を比較するため，それぞれの検定般物の発病程度に応じて発病皮法準と
発病係数を設定し，つぎのような式により各閣株の発；riHl'f数の鉱山を行ない，これをもって的原
性を示す指秘とした．さらに統計処現により，各閣株1¥Jの発的指数について有志：性の検定を行？な
い，病原性の強弱を比絞した．
発病指数
発病係数
llo＂＇…発病皮恭準 Oのfilj体数……0
同……発病皮基準 lの似体数……1
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f'.2 ……発病｝支議~＼f& 2の1母体数・・…2
nm・ ・・・・発病J!t~1~ 71il&mの例外；数・.....m 
N =n0 +n1 -In2-I……十11m……調夜f肉体総数
てとな，抜級した検定縞物の発病i司lfJ.から，発病刻夜を行なった後，病際nt1の存分権Hfを行ない，
接穂j¥fによる発病であることを確かめた．
5種の検定椛物に対する各菌tiとの病原性を比較する検定方法ならびに発摘度基準はつぎの通り
である．
1) ソラマメに対する病際空I：の検定方法ならびに発病皮基準
a) 病Ult性の検定方法： t係閣株について 5@fを供試し，各鉢には3本のソラマメ加を育成して，
J読経後7日自に鍛種し，接極後14日目に鉢からソラマメを土峻ごとぬきとり，根部を水洗した後，
下記の発11~皮~l~w~ に法つ事き，病郎f症の比1肢を行なった．
b) 発病皮基準：妓穏したソラマメはJil際音lの外に，その根系にもかなりの発病がみられ， i
た，土!hi筏音lの発純度と線系のそれとのrmには相関がないと忠われたので， i窓際部についての発病
皮必添と線系についての発病j立法散とを設け，この両者により，各似体の発的皮を表わした．し
たがって，ソラマメの発病指数は地際部の発病係数に線系の発病係数が加わるため， O～8までの
絡協の数値でぷされた．
i) 地i係者flの発病｝交法機
予告がII皮恭？~fi 病徴
0 : 健全
1 : 地i際部の一郎に小斑点（0.5mm前後）があるもの
2 : 茎の胤閉会休に黒色の小政i点（0.5mm1I後）があるもの
3 : 茎の 4部に陥人した黒色病斑（5mm前後）があるもの
4 : t~U色病政i：が菜府間全体に拡がっているもの
i) 線系の発的i境基幣
発病!SU炉格 病徴
0 : 健全
1 : 地際近くの1！日根のみに腐敗がみられるもの
2 : 1に加えて主根にも椀変がみられるもの
3 : 主根為、よび側線に黒色の腐放がみられるもの
4 : 根系金体が黒色に腐敗し， H~の発達が思いもの
2) インゲンマメに対する病原性の検定方法？ならびに発病度基準
a) 病原性の検定方法：各磁株について5鉢を供試し，各鉢には3本のインゲンマメを育成し
て，捕級後7日践に接極を行ない，接穣後14日自に，ソラマメの場合と同様に』良部を水洗し，下
記の発病皮基準に基づき，病原・V:I：の比較を行なった．
b) インゲンマメの発病度基準
発病度基準 病徴
0 : 健全
1 : 地際部の膝il41Jに0.5mm以下の小斑点があるもの
2 : 地際部の！民ilq!Jにチ冨コレート色の病致［が部分的にみられ，その而fがJlE判i
席聞の1/3以下のもの
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3 : 2と向様であるが，その部績が版il1hJ沼間の1/3～2/3までのもの
4 : 地i深部の！出li!h周閉会体に病斑が拡がり，しかもそのl協が lcm以上あるも
(}) 
5 : 4 に加えて病弱が-O!U~民にまで達しているもの
の ノレーピンに対する病原性の検定方法ならびに発病皮法準
a) 病原性の検定方法：各閣~について 5~本を供試し，各鉢は 3 本嫡えとした．綴務後 7 IJ悶
に接騒を行ない，接種後14日自にソラマメの場合と何様に線部を水洗し，下記のi1!;幣に基つ引き，
病原伎の比較を行なった．
b) ノレーピンの発病皮基準
発病度基準 病徴
0 : 健全
1 : 妊治！！の表皮がわずかに初変しているもの
2 : !J主 114!1 の表皮会休に-fif~変が拡がっているもの
3 : Jlfil~I の表皮下までよ主する黒色または約色の病脱があるもの
4 : 病況が版取Iiの府間全体に拡がっているもの
5 : 枯死（立1:,；れ〕したもの
4) ナンキンマメに対する病原性の検定方法ならびに発的！度基準
a) 病原殺の検定方法：：各l器株について5ifr本を供試し，各鉢は2木被えとした.f諮秘後21日目
に接・磁を行ない，接続後31日目に，下記の基準に基づき，病際空I：の比絞を行なった．
b) ナンキンマメの発病度基準
発病皮基準 病徴。： 健全
1 : 主根がわずかに例変しているもの
2 : 主恨の表皮にチ 3コレート色の腐敗があるが，表皮がかさぷた状となって
いるもの
3 : 主根には黒色の腐敗があり，議にも黒色の 0.5mm税j立の小斑点があるも
の
4 : .±.根かよび茎（地傑昔l）に黒色，不整形の病斑があるもの
5 : 紡死したもの
5) アカシアに対する病原性の検定方法ならびに発病皮基準
a) 病原性の検定方法：各菌株についてS鉢を供試し，各鉢に5本総えとした．燐穣後14日目
に接極を行ない，接種後30日院に下記の基準に£づき，病原性の比較を行なった．
b) アカシアの発病度認準
発病皮基準 病徴。： 健全
1 : 地i深部に椀色の緩めて小ざい斑点のあるもの
2 : 地i深部に黒焔色の病援があり，この病斑の長径が，議の地際部から第1分
校までの長さの半分以下のもの
3 : 2と同様であるが，病i奴の長径が，茎の地｜篠宮lから第1分校までの設さの
半分以上のもの
4 : 茎葉が枯死するか萎汲iしたもの
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2. 結泉jジよび考察
1) ソラマメに対する供試 8 韻t'~の病原性
各1笥株をソラマメに接穏した；場合にみられる地際部ふ、よび線系の病徴を示したものが図版I-・E
である．地際音jlの病徴の主なものは，発病！立基準の 3に相当する黒色ないし；郎防色の，やや陥入
した不強形病斑であった．この病斑は比較的表閣に｜後られ，茎の内部に迷するものはみられなか
った．線系の病徴は主に根｝潟れで，ミ巨桜，側根ともその生長点付近が思変し，これが進行すると，
主根，側根ともに全体が腐敗し，脱落するものもみられた．このように線系がひどく佼されてい
るソラマメの地上部は生育が緩めて劣っていたが，災験rj:tに枯死するものはみられなかった．各
菌株の病原散を発病街数で表示したものが第 2 表である．そのiti~及，もっとも高い病原性を示し
た菌株は Cyl1-1-01 Cナンキンマメからの分離閣）で，その発病指数は5.60であった．これに対
して，もっとも低い病原性を；示した閣株は Cyl9-3 （イネからの分離磁〉で，発病指数は3.20で
あった．したがって，この商閣株の間では596水準で有'.¥J:惹がみられたが，仙の瑠株聞では有窓
差はみられなかった．
2) インゲンマメにおjする供試81総株の病原性：
若手商株をインゲ、ンマメに接被した段会の病微を示したものが悶版1-Cである．地際部にみられ
る病徴は，赤側色の小斑点または赤初色ないし町奇術色の不整形病政i：であった．イネから分離した
Cyl 9-3, Cyl 6, .:b＇よびノレーピンから分離した CylL を談秘した場合は，発病！立基準の 1 に粉~す
る小JXl点の形成をみたが，病斑部からの病原蘭の碍分離はいずれの溺株も不可能であった．これ
ら 3~高:j?j(以外の蘭株を接強した場合はすべて発病皮基準が 2 以とであった．各j~ft'~の病原性を節
2表について比較すると，もっとも強い病原伎を示した菌株は，チャからの分自in者株Cyl茶l号
（発病指数4.53）であり，これについでナンキンマメからの分離悩 Cyl1-1-01 Cl司3.93）で，以
下アカシアからの分離磁 Cylアカシア No.2 （同3.13），イネからの分離T:i¥Cyl J-8 （同2.73),
ノレーピンからの分離I:i¥Cyl 14-4 1 （同2.53）の順になってかり，イネからの分離簡Cyl9-3, Cyl 6 
第 2表 51獲の検定純物iζ対する供試Sjお総の病原般の比較
てfable2. Pathogcnical comparison ofι；vlindrocladium spp. on five test plants. 
Test Isolates LSD 
.05 plant 
Index number of disease development .01 
Broad 1 1-01 Acacia Cha No. 1 J-8 14--4-1 L G 9-3 
bean No. 2 r 2.33 5.GQbl 5.40 4.93 4.20 4.20 4.13 3.73 3.20 
French•> Cha No. I 1-1-01 Acacia J-8 14-4-1 9-3 G L 
bean No. 2 r o.90 4.53 3.93 3.13 2.73 2.53 1.00 1.00 1.00 
14-4…l J-8 9-3 L 6 Cha 1-1-01 Acacia 
Lupin No. l ~~7s2 r 1.21 3.73 3.07 2.87 2.47 2.13 2.00 1.93 
1-1-01 Cha No. l J-8 Acacia 9-3 6 14-4・…1 L 
Peanut No. 2 
r I.43 3.90 3.30 3.30 3.00 3.00 2.70 2.60 2.00 
J-8 Cha No. I 1-1-01 Acacia 14-4-1 L 6 9-3 
Acacia No. 2 
r 2.so 3.52 3.48 3.08 2.52 2.48 1.80 1.68 0.76 
a): See Table 3. 
b): Figures indicate index number of disease development. 
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とJレーピンからの分離1:i;fCyl L （いずれも発病指数は1.00）は病原性がもっとも低くかった．こ
れら碕;jt~問の病原性について有J;J： ~it検定を行ない表示したのが第 3 去で，多くの協株間に有意差
がみられた．
第 3表 インゲンマメに対する供試8jJ;j事長の病原性の比絞
Table 3. Pathogenical comparison of C）仇
Isolate Cha No. 1 1-1-01 Acacia No. 2 J-8 14-4-1 9 3 6 L 
Host tea plant peanut acacia 2・ice lupin nee nee lupin 
Index 4.53 3.93 3.13 2.73 2.53 1.00 1.00 1.00 
Cha No. 1 NS 本＊ ・f-* ＊＊ ＂ミ＊ 持＇＊ ＊ 
1-1-01 NS ＊ ：永＊ ホ＊ ＊＇ヤ ＊ヰド
Acacia No. 2 NS NS ホホ ＊本 ＊ 
目ド~心回U吋: J-8 NS ＊＇ャ 持＇＊ ＊＇ヤ
14 4-1 ＊＊ ＊：？ミ ** 
9-3 NS NS 
6 NS 
L 
LSD本： .05=0.90，料： .01口 1.21
3) ノレーピンに対する供試 81岩~との病原性
各磁株てとノレーピンに接殺した場合にみられる病徴は図版1-Bにがすように，版取Itに探色または
初色の｜俗人した病斑を形成し，！医科iの内部にまでj主することがあり，この場合は立枯れとなった．
各閣株の病原性は第2表で切らかなように， Cyl茶1号， Cyl1-1-01, Cylアカシア No.2の発
病指数は，それぞれ2.00 ' 1. 93 ' 1. 73と低いのに対し， Cyl14ーや1,Cyl J-8はそれぞれ3.73,
3.07と高い数値を示した．統計処理によっても， Cyl14-4-1とCyl茶 1号， Cyl1-1-01, Cylア
カシア No.2 の 3 穏の泌~ととの rm には uぢ水準で手rn::z告が認められた．昔、た， Cyl 14-4-1とCyl
L, Cyl 6との閥にも 596水準で有意笈が認められた．
4) ナンキンマメに対する供試 81お;jt~ の病原性
各I翁株を接続したナンキンマメの病f放を示したものが~Ji!U-A である．この場合にみられる主
な病徴は，地i祭吉flに黒色の小斑点，あるいは不銭形の病成がみられ，主』＇ Nの表皮は全体的にかさ
ぷた状に変質してたり，また，表皮にき裂のみられるものもあった．第2表に示すごとく，各Tfti
株の中でもっとも強い病原性を示したのは，ナンキンマメからの分離T'i¥Cyl 1-1-01 （発的指数
3.90）であり，これに対L，ノレーピンからの分離滋iCyl L （問2.00）がもっとも弱かった．した
がって，この雨獄事長の開にのみ596水準で有意差が認められた．
5) アカシアに対する供試81詩株の病原性
各閣~とを接積した；場合の病徴を示したものが悶版 1-D である．ここにみられる顕著な病徴は，
地際音！Iに褐色の小斑点，あるいは思尚色の長続円前斑として現われた．このi1JJXlが進行すると表
皮は裂開し，茎誕の薬犯がみられたり，枯死に主る場合もあった．イネからの分離陸~ Cyl J-8，チ
ャからの分離菌Cyl~1 号，かよびナンキンマメからの分離鴎 Cyl 1-1…01を談積した場合は1.l
系金体がやや褐変し，根は切れやすくなった．各磁~との発病m数は第 2去に示すように，各菌事iと
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の Iやでもっとも強い病原！慌て旨示したものはイネからの分自j~菌 Cyl J-8 （発病指数3.52）とチャか
らの分離ltlCyl ?i~ 1号（!fi]3.48）であった．これに対し，もっとも病奴性が弱かった隣株はイネ
からの分離磁株Cyl9-3であり，このiお株を抜磁したWfの半数以 i二は九;J!¥'tlまの健全Wiとl差別でき
なかった．また，このような発的皮1,V¥rioの市からの病原1:誌のTIJ.分隊はできなかった．発的指数
での存立悲検定により， CylJ-8, Cyl；茶1号と病原性の弱い Cyl9-3とのI討には5汚水準で有：江
差がみられたが，イ自のiお株！日iには有X23.主はみられなかった．
以上の紡糸は， Cylindrocladium鴎菌株の病原性を5殺到の検定秘物をj羽いて比絞したもので
あるが， !il'~2, 3表に示されたごとく，各ftH'~との約JJ]l性の強弱は，インゲンマメを検定純物とした
場合にもっとも切らかな有Xtfiーがみられ，その他の検定純物では統計約には差ーはみられなかった．
また，全般的にマメ科1立物からの分高！Uti株の方が，イネからの分自fUMi株よりも，ノレーピン以外の
検定値物に対して，病原性が強い傾向がみられた．一方，このような傾向はノレーピンを検定槌物
とした場合には逆転していた．インゲンマメを検定植物とした場合， u:ぢ水準での有7立;i',~ に慕づ
き，本試験に供試した8的株は次の3つの！Mi株群に分けることができた．すなわち，インゲンマ
メに対して強い病原性を示すCyl11＇~ 1サ， Cy!1…1-01, Cylアカシア No.2,q:1程度の病原性を示す
Cyl J-8, Cyl 14-4…1, i≫よびほとんどがJJ{ ・1吸を示さない Cyl9-3, Cyl 6, Cyl L の 31~~である．これ
ら3つのiお株群は，ソラマメ j司、よびノレーピンを検定植物としたJ,｝合にも， mとしてiほイ子動をと
ることが分った．すなわち，インゲンマメに強い病原伐を示した前株Jf(Cyl 11-01, Cyl茶I._,' 
Cylアカシア No.2）はソラマメに対しても強いがSIJ}l•l牲を示し，インゲンマメにほとんどliilJJ]l·~I:
を示さなかった蹴総椛（Cy!9-3, Cyl 6, Cyl L）はソラマメにも！Jbjい病関空！：しか示さなかった．ま
た，インゲンマメに強い病版。院を示した蹴株'It)＇.はノレーピンに対しては弱い病原•if！：しか示さず，イ
ンゲンマメで··11l'fl目立のが~IT性てと示した｝省事j(JrY:(Cy! J…8, Cy! 14-4-1）はノレーピンに対しては強い
病原性を示した．このような似1はナンキンマメ〆;j,J；ぴアカシアを検定純物とした場合にも，イ
ンゲンマメにrj1;t主皮の病原ti：を示した Cy!J…8, Cy! 14-4 1 を除いて，各1Mi1；！~1昨ーはインゲンマメ
でみられたと向様， mとしての悶・行動をとった．したがって，供試した8T均株は5穏のマメ科
純物に対する病原性に基づいて， Cyl茶 1~~－， Cyl 1-1-01, Cy：アカシア No.2からなる節u「人
Cyl 9-3, Cyl 6, Cy! Lからなる第2./fp, Jo＇よび Cyl14-4 1, Cy! J-8からなるm3JtY：の3つの1洋に
分けることができた．
II. Cylindrocladium潟菌株間の形態学的比較
1. 材料かよび方法
1) 普通l~＼＇益法による子実体の観察 各I'Mt~ C第1表）を Czapck；忠夫.f§JむにおocでJ1；：設し，
培地上に形成された分生胞子;j，、よび！阪状おIl！包（vesicle）について，その大きさを測定し，形状を
観察して， i!lf株間の比較を行なった．
2) 特殊培養法による子災体の観察 各閣f;/との仁1:iでナンキンマメからの分離菌 Cy!1-1-01は
普通主計益法では子実体の形成が極めて部芸誌であったため，その形成を促進させる処理を次のよう
にして行なった．すなわち， Czapek栄夫崎地を流し込んだペトリJil全面に龍糸が拡がったとき，
気i:1:i1£i糸を寒天miに抑し付ける処迎を行ない，殺｝器灯下約20cmの距離に2段夜［設さ， その後，
暗黒ア， 34°Cに2尽夜仰tした．この処政！の終了時にはすでに子災体の形成がみられた なか；
34°Cは材ほの生育停止iK,l皮であった．一方，供糊i株のうちノレーピンからの分自！tiおCy!Lは
上記の2つのi音益法でも子災体の形成はみられなかったため，本試験からは除外した．子実体の
測定は顕微鏡下で，各I笥~とも分生胞子については 50011母体， ］hi}状細胞については 100 側休につい
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て行なった．
2. 給処j，，よび与訴さ
分~t:.胞子ならびにllb5：伏細胞の測定結来は節 4 表に示す通りである．分g:＿胞子の1惨状はいずれの
附株もほとんどのものが隔膜1似を有し，銀色PJね状で，両端は円しその似は a方が他方よりや
や11；ぃ（関版 II…C）.成熟した分生胞子はあlj~＂；I·性に？江む水溶！授のJ励賞で分生子;fj.J!上に保持されて
いた． イネからの分離iiCyl 6 :J"，よびノレーピンからの分離以iCy! 14-4-1の分生子板！の発述は他
第 4;& JM；＼した （ylindrocladium凶iおの形態の比絞
Table 4. J¥forphological compa1 ison ofιyli11drocladium ゆ~｝.
Length of Vesicle Isolate conidia (1) Length：＜＼ヘ吋th(μ) ’1'ypc 
J 8 range 34A 54.5 12.0-39.6×5.2…12.9 ellipsoid 
avg. 48.7 23.0xSA 
9-3 range 31.4 65.4- 12.0--34.4）く5.2-10.3 ellipsoid 
avg. 51.G 21.2×7.7 
6 range 43.0 74.0 7.7 24.1×3.1吋 G.:) ellipsoid 
avg. 57.1 13.5×5.1 
14ふ i range 32.7-.5G.8 2.G-9 . 5x 2.6-5.2 globosc 
avg. 43.9 4.8×3.7 or obovatc 
1-1-01 range 2G.7-.5.5.9 6.9 17.2 globose 
avg. 15.0 11.G 
Cha No. I range 29.7-56.8 G.9 20.G globose 
avg. 11.1 11.G 
Acacia No. 2 Y札口gc 27 . 556.8 6.9-15 . 5 globose 
avg. 44.l 10.6 
の1in~とに比較して極めて劣っていた． イ才、から分離したi均株（Cy!J…8, Cy! 9-3, Cy! 6）の分
生胞子はチャ j法よびマメ科純物からの分自！！＇.！Mi~朱の分注抱子よりもやや大きい傾向があり， 1:j:1 でも
Cyl6の分生胞子は長さが 43.074.0ri C平均 57.lp）ゼ，供与え悶株のt:j1でもっとも大波であっ
た．膨状細胞の形態では，イネからの分離関彩！とのそれは長円形あるいは粧絡：伏（ellipsoidtype, 
~版 II-A）であり，チャからの分離前 Cy! ti~ 1 号かよひ‘マメ科絞物からの分出lf:l潟~は球形ある
いは倒卵形（globosetype，図版 II-B,D）であった．さらに，この 2 積~~iの膨状細胞には，それぞ
れ大きさの兵なる 2つの擦のものが含まれていた．すなわち， ellipsoidtypeの）形状納胞をもっ
柄株のうち， Cyl6の膨状おI胞（13.5×5.lp) V-J: Cy! 9-3, Cy! JSのそれ（21.2×7.7p, 23.0×8.4 
μ）よりかなり小取で，その長筏は Cyl9 3および CylJ-8の膨状細胞の約半分であった．同様
に， globosetypeの路状細胞をもっ！均株にj，，いても， Cy!14 4-1の）惨状細胞（4.8×3.7rJ.）は他
の隣株のそれ (10.6～11.6r1）の半分にもj必ずこない大きさであった．
以上のような各i有株の分生胞子かよびj惨状調I胞の観察結来から，総（species）の同定について
ると次の.iflりである.SobersとSeymour29lは， Cylindrocladium属iおの分類には分生胞
子の外にJ診状細胞の形態が主張であることを強減してかり，彼らの報告によると， C.scoparium 
は 33-66pの長さの分生胞子をもち，協状梨HJ胞は 10-33×4--14pの卵形？ないし長円形であるとし
ている．これ玄でに報告された Cylindrocladium同j'f,のうちの3絡について表示したものが策5
表である．この表と本実験で得られた第4表の紡糸から，各J!ti株のiドで C.scopαriumと問定で
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~~ 5表文献に2凶返されているのlindrocladium潟3級の形態の比絞
’Table 5. Morphological comparison of conidia and vesicles of Cylindrocladium spp. in literatures. 
Species 
Length of Vesicle 
Author coniclia （／~） ' ＂も t 可‘ Y’＂官 I ¥ <t齢、
40-50 Morgan (1892) 
33-55 Mas間y(1917) 
C. scof;arium 50-58 Bocdりn& Reitsma (1950) 
35…54 20-22×7-11 clipsoicl Aoyagi (1962) 
33-66 10-38×4--14 ellipsoid IVforrison et al. (I 969) 
3＇ト55 8.3 17.9 globosc Sobers at ct. (1967) C. f/oγid，αnwn 
33 59 6.0-15.3 globosc Morrison et al. (I 969) 
C. el似icum 4.7 76 9.5-20.4×6.8-8.8 ellipsoid Alf1eri, Jr. ct al. ( 1970) 
きるのはイネからの分離部 CylJ-8とCyl9-3である．。lindrocladiuml陪のi十IでCseaραrium 
以外によく研究されているものに C.floridanumがある.C.floridαnumは Sobersら20）により
設けられた新視であり，本閣は分生胞子の大きさと形状にふ、いては Cscopariumと！ま別できな
いが， IJ!ifa：決議HJ泡の形が globosetypeであり，大きさは 8.3-17.9pとされている．また， C.flori-
danumの特徴のーっとして， J';lS2次かよび第3次分俊子fl!Z(s巴condaryand tertiary conidio“ 
phores）から小II~の膨状細胞をもっ側生ii41J (later叫 stipe）が出ていることを報公している．供試
11ti 事！との 1:j"1 で， Cyl ；茶 1 号は分生子艇からの側~！ミ111111 ([g]J仮II-E）とともに，：：J:.ql!(main stipe）から
も小取のIM~状細胞をもっljq[j （関絞 II-F）が側主主しているのが餓終された．このように分生胞子の
大きさ，！日2状おI抱の形態と大きさ，；b、よひ籾1生中Iiのえ？生状態などから， Cyl茶1号は Cflori-
danumに類似している．また，このliと悶ーの形態を有する Cyl1-1 01, Cylアカシア No.2も
C. floridanumに頒似した閣と思われる．一方， Alfieri,Jr.ら！）は Mahoniabealeiの架から
Cylindrocladium ｝，認の閣を分離し，これを Celかticumと命名した．それによればこの磁の分生
胞子は円筒形で21胞からなり，大きさは 47.5-76.2×4.l-5.4pで， 9.5-20.4×6.8…8. Sp （平均
15.8×7.6p）の ellipsoidtypeのJiu｝状おHJ胞をもっと報公している．本実験に供試した前株の中で，
Cyl 6は形態M1にこの額にもっともよく類似している． Cyl 14-4-1 は分生胞子の形態かよび膨
状細胞の形では， Cfioridanumに相当する硝株であるが， n0状細胞の大きさ，；h、よび分生子梗
の発j選の状態、を考践すると， C.floridαnumとは完全に一致しない．
IV. Cylindrocladium騒各菌株閣の血清学的比較
1. ＊~・料 .i;、よび方法
1) 抗原の調製法 Mayer 府議液（ショ榔 50g,KzHP04 5. Og, NH1N03 lOg, MgS04・7H20
2. 5g, CaHP04 2. 5g，蒸留水 1,000ml）をオートクレープで殺関した後， pH5.2 5.3に調整し，
その 20mlを入れた 500ml!j手31そjフラスコq:rで，各1お〉巨！と（第1表）をj府県下， 25-26°Cで7日間
j\'jf 段椛設し，生育した繭糸休をガーゼに集め，議t~！ ll<でよく洗浄・した後， I器塊中の水分を徐き，
このj¥j塊を…20°Cに一段夜i≫いて凍結させた．
f各l符；｛：）！ミのj¥j糸体からの2告白質の抽出はつぎのようにして行なった．凍結滋i塊 7.5gにO.lMト
リス緩衝液（pH8. 0, 0.1必Lー システィン±fit:駿， 0.196L…アスコルビン酸を含む）34）を 15ml加え．
1器塊を：融解させたのち，ホモジナイザー（Virtis45）てと用いて，氷冷しながら最高！立！転で2分間
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ずつ，計6分間際砕した． この際i品目液をろ紙 No.2 （東洋P紙）で吸引ろ過し， そのろ液を約
15,000×gで30分間迷心した後， その上お！？をコロジオンバッグ， あるいは遜tri-mセロフアンチ
ューブ（30/32:Visking Company）内で，ポリビニーノレピロリドンにより約10分の H等になるま
で政縮した．その濃縮淡を約 16,000×gで20分間迷心した後，その上消について，セファデック
ス・ゲノレろ過法により蜜 l~l 質部分てと分附した．すてとわち，セブァデ、ックス G-50 (fine）を 0.9×
55cmのカラム（TypeK 9/60: Pharmacia Fine Chemicals社）に充填し， O.OlMリン機緩衝液
(KH2POcNa2HP04p, pH 7. O）を流出用緩衝液として， 6ml/hrの流速で 2.0mlの1誌記泌総上清
を流した．各分間の 280mpでの吸光j支を測定した結果，第1［還に示すように2つのピークがみ
られた．このうち ff~ 2のピーク（流出泣 32-42ml）はf1l出用綬衡液に添加したしアスコルビン酸
と試料ゅの低分子物質による吸収であると考えられたので， 12-20mlまでの分画を採取し，これ
を抗原溶液とした，この溶液中の夜長l質合；ほは micro司biuret法によって測定し，牛血消アノレプ
ミン（フラクション V）の検昆：線からの換算1v立で示した．
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Fig. 1. 
2) 抗i紅白守の潟製法 上記の；方法によって得たイネからの分高IU器株 CylJ-8 r±l＊の抗原漆液を，
2践のウサギに対して2閥の筋肉内注射と l聞の静脈注射により抗血清を得た．その抗体側は
1 : 1,024であり，波射された謹白質泣は 15mg／顕であった．間じ抽出方法で得たナンキンマメ
からの分離時株 Cyl1-1-01由来の抗原溶液を， 2践のウサギに4冊の筋肉内法射と 2間の静脈
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注射により， 1:128の抗体価をもっ抗Jfil消を得た．てとか， it.射された謹白質款は 48mg/l.'lであ
った．抗Jflt消の作製過程にネ泣いて数回の－11採Jflを行ない，免疫ウサギの抗体制の上昇を検定し
Tこ．
3) 若手下携帯~rm の1弘法学的反応試験 問mr抗原（Homologousantigen) :b' J；び奥様抗原（Hetero“
logous antigen）に対する抗体価の測定は，筏 3mmの小試験管をJfjい活問法で行なった．ゲ
jレ内沈降反応は Ouchterlonyの寒天ゲノレニ:il拡散法により，径 9cmのペトリ Jil内で行なった．
使用した怨天ゲノレの級成は O.OlMリン殺級衡液（KH2POcNa2HP04,pH 7. O）に怨天（Difeo
Noble) 1. 5.96と窓化ソーダ0.1.96を添加し，裕樹！したものである． この寒天ゲノレを流したペトリ
Jl内に，径 Smmの陥入部（クボミ）を1:jl：央部に 1俄，その周問に 6{Ii!作り，それら相互のliJI絡
が 12mmとなるようにした．中央のクボミに入れる抗Jfil請は)J"jt液を別い，抗原は抗原溶液を前
述の方法により，約5俗に濃縮して供試した．ーブ＇］ :il間法に用いた抗原はゲ、ノレろ過によって符
られた抗原溶液を原液または1/2に希釈して使用した．
2. 結果bよび考察
抗胎Li占の w.~製過程にかいて， Cyl J-8で免疫を行なった場合と Cy!1-1-01 での免疫の場合と
では，抗体価の上昇＇.vr.切らかな差異がみられた．すなわち，免疫掬始後40u Iヨの Cy!J-8抗原の
免疫ウサギの抗体側は1: 1,024であったが， Cy!1-1-01抗原の免疫ウサギでは1: 64までしか［：
fl.ーがみられなかった．これは抗1ft¥i守調i誌の段階ですでに両｝持率！との抗原性に切らかな粉奥があると
いう託拠とf替えられる．また， Cy!J…8で免疫したウサギではブースター計十注後，抗体作Iiが低下
し， Cy!1-1…01の場合も／{f1j:J:によるブースター効果は全く認められなかった．今回ら18）によれ
ば， Aψergillusorツzaeから？怒られるタカアミラーゼ A(TAA）ゃ Bacillussubtilisの αー アミラ
ーゼの水総淡をブースターとして静注しても，その後の抗体itWc.はみられず， TAAの場合はむ
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1Jt試8j芸i総と2艇の抗Jfil治の交叉反応による各Vil株の抗体｛1li
Cross四reactiontiters among Cylindrocladiwn spp. by using two antiscra. 
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Table 6. 
Antibodv titer 
I: 256 
AntiゴーB
Scrum 
I: 128 I: 64 
ωト
mト
1: 32 
→ 
I: 16 
十
十
I: 8 
??
?
?????
I: 4 
??
????
?
?
I: 2 
???? ?ー
Antigen 
J-8 
9 3 
6 
1-1-01 
Cha No. 1 
Acacia No. 2 
14-4-1 
L 
Antiserum 
????????
?
????????????
?
?
??
????
?
?
??
??
???
?
?
1-1…O I 
Cha No. 1 
Acacia No. 2 
14-4-1 
J-8 
9-3 
6 
L 
?ー ??? ?
?
??
Anti l I 01
Scrum 
→『
: Negative reaction 十： Positivereaction 
しろ抗体舗の減少がみられるという．本実験にむける f：記の事実はこれらの報公と類似した現象
と思われる．
抗 J8 Jilt消ならびに抗 1-1-01 J[Ili1'fに対するそれぞれのいj級抗原;J，，よひJ込磁抗原の抗体官Iiは立5
6去に示ナ通りである．各抗IfIL消と供試した各事n抗原との交叉反応の結果はすべて，~別~i:であった
が，その皮r,c－；のfl¥皮は供試抗原によって相黙があった．抗 J-8JfIL浴は向車Ii抗J（である CylJ-8 :t克
服に対しl: 64の抗体悩をもっていた．一方，その他の災級抗原に対してはi:sの抗体何Iiしかぷ
さなかった．抗1-1…01I[L治は，その悶純t克服（Cyl1-1-01抗原）のほか， Cy！茶Iサ抗原， Cy!
アカシア No.2抗原に対してもl: 128の抗体制Iiをもち， Cy!14-4 l抗肢と CylL抗原に対して
は1:32であった．一方，イネから分離した磁株 CylJ-8, Cyl 9-3 J；、よび Cy!6の抗原に対して
はl;16の抗体制しか示さなかった．これらの結果から， Cy!J-8抗原と Cy!9-3抗原とはJilti青学
的に近縁であり，また， Cyl1-1-01抗原と Cyl11~ l号， Cylアカシア No.2の各抗肢とは近縁で
あると考えられ，また， Cy!14…4-1抗原は CylJ 8 t克服や Cyl1 1 01とは明らかにifb'Qが認め
られるが， CylJ-8抗原より Cy!1-1-01抗原に対して近縁であると考えられた．つぎに，グノレ内
ニ軍拡散法により，各抗涼rlSJ の ~J'.j縁関係をさらに詳しく検討－した．抗1-1-01自治とその同税抗原
(Cyl 1-1-01抗原）との反応では比較的安定な沈降線が13/fs：羽われ，その他に2;fζの沈降線が，認
められることもあった.vt 1-s 11tr1i1とその同様抗原との反応での沈降線の数は10;.j>:であった．抗
血清と~＇Q穏抗阪との反応によって滋われた沈i路線を，間総抗JJJ（との反応でtL：じたそれと比較し，
それらの沈降線の相立関係を判別して，各事f[抗原の抗原成分てと解析したものが第7,8表である．
抗1-1…01血清に対する同事ntt僚の成分（関！波III-A,III-B) ~と，抗原クボミにもっとも近い佼位
に生ずる沈降線から抗lfi消クボミに向ってJI闘に a成分， b成分， cJi)(;分， ・…， l成分， m成分と
した．同じく，抗 J-8血請の同穏：抗原の成分（悶版 III-C,D, E, F）を，抗J（クボミ側から o成
分， p成分，……， w成分， x成分とした.1-1-01反応系（抗1-1-0lJI江il'fv討すする若手緩抗原の反応）
では Cyl ；茶 1 号の成分は問種抗原との反応で~giわれる成分と会く同じであった（第 7 表）．また，
Cy！アカシア No.2抗原， CylJ-8抗原，かよび Cyl6抗原に含まれている c成分， d成分は 1
本の沈降線として現われた．このことは，これら 3経の抗原では抗駅成分 cと dの抗原決定恭
がヨ互！という 1似の抗原成分の中に含まれていることを示すものと思われる．抗原成分t:/・1, e 
成分は Cyl6抗原のみに含まれてお、らず， d成分， f成分， j成分はすべての供拭抗原に共通な成
野1-f＂・荒木・佐古：
二重拡散法をrnいたときの抗1-1-01JfILti'Hζ対する｛J~試 8il総の抗際成分
Antigen components of 8 isolates lo anti I I 01serum by using doubl巴－immunodi汀usion 
method. 
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Table 7. 
Components Antigen 
m 
m 
k 
k 
?
?
?
?
?
?
?
?
???
g 
g 
g 
g 
g 
? ?
? ?
?
?
????
? ?
?
e 
e 
c 
c 
c d 
c 
c 
?
??
b 
a 
a 
a 
a 
1-1-01 
Cha No. I 
Acacia No. 2 
14-4-1 
L 
J 8 
9…3 
6 
a,b,c, .. m: One precipitin line in do日ble時immunodi飢isionagar gel. 
c I : 'c’and'd’components appeared as one prccipitin line in same agar gel. 
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ニm:拡散泌をJいたときの抗 J-8Jfll消lζ対する供試 Sj~jf,j;の抗！反成分
Antigen components of 8 i'olatcs to anti-.J…8 scrum by using double“immun《）（lifTwちion
method. 
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・r、乱blc8. 
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x 
x 
x 
u 、ヘr
V唱
、v
v 
v 
v 
u 
u’ 
u’ 
u’ 
u 
u 
Components 
，，，?
?????
r 
r 
r 
?????
p 
p 
。
。
.J-8 
9-3 
6 
1-J…O I 
Cha No. I 
Acacia No. 2 
14-4 1 
L 
Antigen 
u 
t', u’： spur 
o, p .x: One J)l"cipitin line in double、べIifusio日agargel. 
分であった．一方， hJiX;分， ii戊分はイネから分弱！？したi潟株（CylJ-8, Cyl 9…3, Cyl 6）巾米のおZ
J京には含まれていなかった.J-8反応系（抗 J8血清に対する各ffiti't:Ii立の反応〉では， Cyl9-3 
抗原の成分は問機抗原の成分と全く同じであった（第8表）. Cyl 6 :f'克服の成分はo成分， p成分
を欠くだけで，他は間続 (J-8）抗原とおlじであった．しかし， Cyl1-1…01, Cyl茶1号， Cylアカ
シア No.2の各抗原の t成分， u成分に相当する成分は，間磁抗原の t成分， u成分に対して
spurを形成した．すなわち，これら 3抗僚には間続抗原の t成分， u成分の抗原決定基と部分
的に＊ti向な抗際決定裁をもっ抗原成分 t’， u’が合まれているものと考えられる J-8反応系にふ、い
ても， Cyl1-1 01抗原と Cylfl~ 1汚抗原の成分は全く同じであった.s, v, w, xの各成分はイ才、
から分自IEした！有株自主択の抗原にのみ含まれていた．
以上のf.lf来から，李会問株間のIfli訂学1'(J;l:Jj縁関係を考提言すると次のようになる．チャからの分離
附株 Cyl；茶1号はナンキンマメからの分離mi株 Cyl1--1-01 と供試悩株小でもっとも近縁で，ホ：
尖験の結果では全く間ーのものであり，また，アカシアからの分離菌株 Cylアカシア No.2も
Cyl 11~ 1 iまについで Cyl1-1-01と近縁であることが分かった．一方， Cyl1-1-01はイネからの
分離関株 CylJ-8とは供試阪株の中で類縁関係ではもっとも遠縁であった．イネからの分離！お株
Cyl 9-3はCylJ-8ともっとも近縁で， lfli育学的には全く同ーであり，もう 1つのイネからの分
離Tli¥Cyl 6もCylJ-8とは Cyl9…3についで近縁関係にあった．しかし， Cyl6はCyl1-1…01と
は供試ほけたのi:jtではもっともi率いIWi系にあった．
察
本研究はイネ，ノレーピン，ナンキンマメ，アカシアbよびチャから分離された Cylindrocladium
泌iおの81お株について， 6械の検定純物で病原ti：を比較し，形態を分生胞子と膨状細胞（vesicle)
について俄然し， tさらに， イネから分縦したiお株 Cyl]-8とナンキンマメから分離された鴎株
Cyl 1-1…01の抗Jili1守を作り， JUL71~＇.予約に各保i株間の !fit'i縁関係を調べ， i1i;Jlji'j1:主， 形態てとらびに泊l
f古学的反応の3つの結果を総合して， 81お;j1（の極（species）の検討を行なったものである．その
が；泉，病原性による類別，形態による類別ふ、よびj弘治学的反応による類別との[I百にはいくつかの
給路が認められ， 'fliの判定を年寄易にした．まず，これらのほi株の検定植物に対する病原性の検定
で，ノレーピンを｜徐くマメ科般物にもっとも1rtiい病原性を示した第Uff:のT!if',j((Cyl 1--1-01, Cy！茶
考A-ロ総v. 
野1:J・荒本；・似：＂i!1: Cylindrocladium 形態的およびJftlt1'f的比較研究
Cyl Cha No. l 
I 
Cy! Acacia No. 2 -Cyl 1-1-01 - Cy! 9…3=Cyl J-8 -Cyl 6 
トー C.jlor・iclanum"" J一一－C.sco戸川um~－1
m21事iCγ＇linclrocladium J,1:l 6 fお株のJ(lちなっ：：的関係とHiの！ほ；;g
Fig. 2. Serological relationship among 6 isolates of Cylindroc!acliwn 
withe rference to species id巴ntification
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1号， Cy！アカシア No.めは第 6,7, 8表，かよび第2閣に示す巡り，的l治学的にも非常に近
縁であり， ~21洋，第 3群の j~j株とは llj］らかに区別ざすL，その Iやでもとくに， Cy! 1-1-01と Cy!
f!U号の抗原成分は全く一致していた．さらに，これらの3［有株の分！：t：.胞子は陥脱1似を有して，
円柱状で，長径がいずれも平均 41～45pの範間にあり， l惨状細胞は globosetypeで，その大き
さも 10～11fl と同じであった Ctr~ 4去に従米， 日本ではこのような検討はあまり行なわれが
てお、らず，一般に Cylindrocladiumscoραriumとl呼ばれているが，これらの的株は Sobersら2D）が
司王モの活から分離した Cylindrocladium.fioridanumとよく一致している．従って， 病1Jli'l1！：でm
-'f（；に臨するナンキンマメからの分高fUおCy!1-"1-01，チャからの分自!EJ'.t¥iCy！茶 1¥:fーかよぴアカシ
アからの分離i'.t¥iCylアカシア No.2 は，政1治学的にも，形態的にも ~1~·1；~に J:J1f以しでかり，これら
の菌株はのlindroclαdiumfloridαnum SOBERS et SEYMOUR と間定すべきである． ナンキンマ
メの線！！持病の病原j;fは生趨28）により， C.scopariumとして報告されているが， J:jilのごとく，
本璃は C.florid，αnum とするのが妥芝！と忠われる．守E者らは生越からの分認1.1について， この
ような検討を行なった以外に，千葉県八街町の本病発生地から採集した被告組織，ならびに発約
郷土1濃から， Lindermanrnl の方法により，病}Jf（簡を分自作して追試した給！！~，分離した悶~けますべ
て C.fioridanumの特徴を満足するものであった． 一方， f旬i悶住2:l はナンキンマメの黒板脱病
の鵡！京協を Cαlonectoriαcrotalariαe(Loos) BELL et SOBERS として閥定している。このT&¥iの
分生胞子Ii｝代は Cylindrocladiumcrotalariae (Loos) BELL et SoB犯部で， 1q;1Jl史3{[l;jの分！：l:.1包子二
を形成するが，街i間生も述べているように，この思線路病rMと本試験ならびに処l協の線合してい
るiおとは切らかに災なるものである． っさいに， チャ幼木の地際部から分断l：された Cylindrocl.α司
di um縞簡をi¥'1i展35）は C.scoρariumとして報告しているが，本闘もナンキンマメの隣株と同燥に
C. floridαnumと同定すべきである.Alfieriら2）は Loss20＇がチャから分離同定した Caloneιかia
theae ~アザレアから分離して， この不完全！時代~ Cylindrocladium theae (PぉTCH) ALF et 
SoB. と悶定しているが， ζの取は分生胞子が79.3×5.8flと大型で， 3 ｛~況の！附肢を有しており，
また，膨状制胞の形も巡っていることから本試験の臨とは異江るものである． また， 寺町｜ご39）は
フサアカシアから CylindrocZαdiumcamelliaeを分持(fr限定しているが， このj＼；は絞初チャから分
離されたもののようである．この閣の分生胞子は小型（8～15×3～5p）で，）Ji)ft状梨!I胞が長総1J形
であることから，ヌド災i淡に供試した Cy！茶 No.1ならびに Cylアカシア No.2とは別総のもの
と判断される．なかえJ'"lご38）はニセアカシアふ、よびブサアカシアの架から Cylindrocladium 問 j~\j
の完会！時代を発見し，これを Calonectriakyotensis T犯RASHITA と同定し，その不完全ll!H~ も未
報告の Cylindroclαdium閥的であるとして線￥＇；・ している．それによれば，分！l=.胞子－はrjt:k vこ1つ
の悶！肢があり，大きさは 29～51＞く3～5pとなっている．本実験に供試した Cylアカシア No.2 
の分生）j包子の長径も 27.5～56.Sp で， i制限 Hibl~ 有してかり， 寺下の't技｛l；ユと大体一致する．
Sobers削は寺下の報告した Cal.kyotensisと Cal.fioridanα の分~t脆子ならびに河11-i の病原性
を比絞した紡糸，閥的は形態的にも，病原型tからも区別し主Itいとして， Cal.kytotensisの不完会
I年代は Cylindrocladiumfioridanumにすべきであると述べている． これらのことと前述したJflL
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治学的関係から Sobersと問機に Cy：アカシア No.2も Cylind1oclαdiumfioridanumと同定す
るのが妥~と考えられる. Sob邑rsはまた， C.fioridanumと C.seaραriumの病原ti:の比絞で，
ノレーピンに対して C.seaραriumが Cfioridanum より蛤い病原性？と示すff:r'i!-f~ を ff｝－ている．本実
験でもノレーピンに対する!:lXUtfの前株（Cyl1-1-01, Cyl茶1号， Cy：アカシア No.2）のj(iJHJt悦
は第21伴（Cyl9 3, Cyl 6, Cyl L) .:to、よび第3li'(: (Cyl 14 4-1, Cyl J-8）のそれに比べて劣ってふ、
り，このことから郊I併の前株主： Cylindrocladiumfloridanum とすれば Sobers のあ＇i~~ と J殺す
る．
イネ禁しよう糊斑？！なの的成から CylJ-8, Cyl 9-3 .b、よぴ Cyl6の3的株を分離し，他の Cylin-
drocladium E誌の関株と比絞してTmの検討を行なった．オー：病原fiは松お1J21Iにより Cylindrocladium
SCOJうαriumMORGAN と同定されているが， 形態的にはいずれの訪日本！とも)J彰状細胞が椀待状で， c.
floi·idαnum と同定したZ!D 併の 1：~jf,j~ とは災なってふ、り，とくに， Cyl }-8とCyl9-3の分生胞子
の長径は 34-65pで， Morrisonら25）ふ、よびその他の人々 日，2il,32,3）によって Cシlindrocladium
scoparium と問 Jiごされている k:;'i!l~ とづ孜する．また， Jfllti'ド主的にも Cyl JSとCyl9 -3は非常に
近縁であり，前m1・11：ではノレーピンに対L，第u洋のiお株（C. floridanum）に比べて強いことか
ら，この耐i泌を C.seaρariumと同定することはilJ.tilしたごとく， Sober自らのあ＇i＊と一致する．
従って，イネから分議f,した CylJ-8とCyl9-3は従米川いられていた.ifll〕 C.seaραriumと問定
できる．ただ， Cyl6は分生）］包子ならびに！防状調I胞の形，大ささから， Alfieri,Jr.1＞が報公してい
るCylindr別 ladiumellipticum ALFIERI et alと類似しているが， 1rn.m学的には他のイネのl!ili朱と
近縁であることから，本l!i株てと C.scojJariumの－－系統とみるのが安竺！と考えられる．なか， Cyl
6 は他のイネ蹴$｛（に比べて，イネに対する病IJJTtl：も ~l"'/j＼に弱いことが｛政かめられている（未発表）．
ノレーピンからの分i統的株 Cyl14-4-1は形態的には Cfloridαnwnに近いが， ！1'必状細胞が非常
に小狼であり，ノレーピンに強い病jボ性を有することから C.scopariumに近い．しかし， 1f1消学
的には C.floridanum i≫よび C.seaρariumとJ1i］定したJ'.tl{f',!(itl：とは；）1なってかり，本試験の紡来
らは子実体の形成がみられなかったれiじノレーピンの菌株 CylLと間様に磁の同定は問主IEであった．
てdo＇，この間［｝， tj株は1frth'r学的には類似していた．守 iご・伊藤37）は淀；IEノレ…ピンから分弱mした
Cylindrocladium 鴎 j!j~ を C. seaραriumとJl';定し，分生)J包子は 31～77×2.4～7.2pと報告してい
るが， fむの形態については述べていない.Cyl 14 4…1の分保胞子についてiJ!lj定した本試験の紡来
では，長さが 32.7～56,8 f1 で大体寺下らの綴公と一致するが， l限状議II胞の形，的J;jf·1~1:ふ、よびJf[l
m学的類縁関係から，本的を C.seaραriumとすることは問題であり，さらに検討を要する．
糸状協の分類にi船古今i'l-:J方法を試みた研究報1lrは数多くなされているが，そのほとんどは医学，
発酵学関係のもので，械物病原i羽（糸状\!i~i) についての報告は比較的少ない. BenoとAllen6＞が
按光抗体法をJfいて Pucciniαsorghiの系統rmの判別を行ない， Gooding,Jr.とPowers,Jr.15＞は
形態的にほとんどば別できない Cronαrtiwnl立の2松'<l:Ifl j古学的に比較し，それらの抗原的類似
性を検討した．また， Burrellら10）は吸収抗tfrlti'Jを｝！？いることによって糠の判別も可能であるこ
とを示している．本災D.設は Cylindrocladium属の税の類縁関係を血清学的にも比較し， この給
処ーに従米の形態と？良市｛悦による検定法を加I);!として検討したものであるが，形態的に一応判別でき
た秘のl市定が抗血mをJtうることによって虫ずけられた.1日没に本実験はすべて不完全昨年代の
CylindmcZ.αdi umについて検討・したものであり，完全l!jf¥;cαlonectriaについては触れていない．
しかしわが間では守1ご，御間生により，この点についての研究綴告がなされていることを迫記し
てj,-¥ • 
型＇frド・荒木・｛！，：！ti: Cylindrocladium 
VI. 摺
本研究は各将村｛物から分議Itされたのlindrocl.正idiwn似のsn~i株につき，それらの病股性，形態
bよびJ(Ili1J＂］＇：的泣災を比絞することにより，滋（ species）の検討を行なったものである．
各j!f;jf'朱の病原性の比絞は 5,f金のマメ科線物（ソラマメ，インゲンマメ，ノレーピン，ナンキンマ
メ，アカシア）に各Tl¥i株の治養萌糸を接被することによって行った．各閣株のインゲンマメの
加に対する病原ti：には，明らかな差災が認められ，この12!7~に主主ずいて，供試 8 jおtiとを3'1洋，す
なわち， tr~ UM': （ナンキンマメからの分離蹴 Cyl1-1 01，メラノキシロンアカシアからの分磁器f
Cylアカシア No.2，チャからの分縦波 Cyl；ぷH子），第21t'I"（イネからの分隊I~i Cy! 9 3, Cy! 6 
とノレーピンからの分離蘭 CylL）ぉ、よび第 3lf （イネからの分南fHおCy!J…8，ノレーピンからの分離
閣 Cy!14-4…1）に分けた．
各l持株の形態的比絞は Cylindrocladium属の特徴である分生胞子と）限状お1胞（vesicleまたは
swelling cell）について調べ，それらの紡糸をのlindrocladium版協についての文献上の記殺と
比絞し，さらに抗rf1i'J・によるJ(Ilt11J学的な ~ii'i給関係から，総合的に 811/,H;J<の秘について考察した．
病原性で第 1併に!J;j別されたiお；！＇，！（ Cy!1-1-01, Cy！？！~ 1サ， Cy！アカシア No.めはすべて制服
11却をもち，長さが 41.1～45.0 /lの分生路子と globosetypeの vesicleを有することから，形
態的には Cylindr‘'Ocladiumfloridanum SOBERS et SEYMOUR と同定され，また，この 3I潟1*は
Ifl治学的にも1工に近縁であった.CylJSとCy!9…3 は病原·~！：では別の｛tf にl立するが，関！供 111/il
で， i返さが 48.7～51.6 flの分生J]'tl子と ellipsoidtypeの vesicleを有することから，形態的に
はCylindrocl.αdiumscoραrium MORGANと同定され，また，この両i£株は政治学的にもたがいに
近縁であった． Cy! 6は形態的には上fli己i百苦悩株と少し災なっていたが， Jf1i'J学的には両閣総と
近縁であったことから， Cy!6もCscopariumの1系統と問定された．本ヨミ験では Cy!14-4-1 
とCy!L J¥if，！（の稲の［'1］定はできなかった．
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図版説明
Explanation of plates 
第 I 図版
Plate I. 
銅版I Cylindroladium各磁株合数樋検定者｛｛物に後施した場合の病徴
Plate I. Symptoms of several test plants inoculated with Cylz・ndrocladiumspp. 
A. Cylindrocladium各1i抹をナンキンマメに桜穫した場合の病徴
Symptoms of peanut inoculated with Cylindrocl.αdium spp. 
B. Cylindroclαdimn各j均株をJレーピンにt盗殺した場合の約徴
Symptoms of lupin inoculated with Cylindoclαdium spp. 
C. Cylindro／，αdium ~手j'.i\j,fl!とをインゲンマメに桜綴した場合の病徴
Symptoms of french bean inoculated with Cylindrocladium spp. 
D. Cylindrocladiwn各泌総ミをアカシアに談槌した場合の病徴
Symptoms of acacia inoculated with Cylindrocladium spp. 
E. Cylindrocladium 1チ1i株をソラマメに接続した場合の約徴
Symptoms of broad bean inoculated with Cylindrocl.正ldiumspp. 
Plate I 
策立！司版
Plate I. 
図版 I. Cylindrocladium 版協の各税総＇1'1のJ~r~
Plat巴I. Morphology of several organs of Cylindrocladium spp. 
A. イネから分離した Cy!J-8の長円形i惨状指HJ!包
Ellipsoid typ巴vesicleof Cy! J-8 isolated from rice plant. 
B. チャから分断された Cy！茶 H~・の球形！版状調IIJJ包
Globose type vesicle of Cy! Cha No. 1 isolated from tea plant. 
c. イネから分隊した CylJ-8の分生）］包子
Conidia of Cy! J-8 isolated from rice plant. 
D. Cyl；茶1l'f j務事iとの球形膨状細胞の発：）］＇
Germinating globose type vesicle of an islate, Cyl Cha No. 1. 
E. Cy！茶 1 号i酒税ミの~2 次為、よび第 3 次分！.fミヲ己主g より LE_ じた小型！彫状指II胞をも
つ-OW~L=.iM1
Lateral stipe with small vesicle arising from secondary and tertiary 
conidiophores of an isolate, Cyl Cha No. 1. 
F. Cy！茶1冷I!fi事｜との主il4hから生じている小型膨状細胞をもっ-OlJ住職h
Lateral stipe with small vesicle arising from main stipe of an isolate, Cy! Cha 
No. 1. 
Plate II 
第 Il Iヌ！版
Plate III. 
図版 II. 抗 1-1-01Jfl消および抗 J-8Jfl消lζ対する各級J1Gmiの匁天ゲ、ノレ内沈降反応．
OIS; l1G 1…1-01 JlllYi~J-, JS; ti: J…8 1f1ti'J-, 01; Cy! 1…1 01 il 3!Eのt/CIJ1,Ch; Cy! 
茶 14}1J1米の抗原， A;Cy！アカシア No.2 Il米の抗原， J;Cy! J 8 Ii米の:tiG
Jj¥, 9-3; Cy! 9-3は13!ミの抗原， 6;Cy! 6 1J米のJi'L)j¥,4-1; Cy! 14…4…1 1t米の
抗涜し L;Cy!Li対米のJ1LJ京・
Plate II. 1行℃cipitationreactions of eight kinds of antig巴nsto anti-1…1-01 serum 
or anti…J…8 serum. 
ors ; anti-1…1-01 serum, JS; anti-J…8 serum. 
OI ; antigen from Cy! 1-1-01. 
Ch ; antigen from Cy! Cha No. 1. 
A ; antigen from Cy! Acacia No. 2. 
4…1 ; antigen from Cy! 14-4-1. 
J ; antigen from Cy! J-8. 
9 3 ; antigen from Cy! 9-3. 
6 ; antigen from Cy! 6. 
L ; antigen from Cy! L. 
A. lit l…ト01泊li1fに対する 8積の抗！日｛の怨フミゲノレ！付ttl海反応．
Precipitation reactions of 8 antigens to anti 1 1--01 serum. 
B. 抗1…1…01JU且おれはすする Cy!1-1-01, Cy! J-8, Cy! 9-3, Cy! 6 抗JJJ1 のゲノレ 1J~
沈降反応．
Precipitation reactions of antigens from Cy! 1-1-01, Cy! J 8, Cy! 9 3, 
and Cy! 6 to anti-1-1-01 serum. 
c. 抗J8 tfl治に立すする Cy!J-8, Cy! 9-3，ふ、よび Cy!1-1-01抗阪のゲノレ内
ttl海反応．
Precipitation reactions of antig巴nsfrom Cy! J-8, Cy! 9…3, and Cy! 
ト1…01to anti-J-8 serum. 
D. 抗J-8血淡に立すする Cy!J-8, Culオカシア No.2, Cy! 1 1-01, i;、よび
Cy！茶1ιな抗原のゲ、ノレl付ti；降反応．
Precipitation reactions of antigens from Cy! J-8, Cy! 11-01, Cy! 
Acacia No. 2 and Cy! Cha No. 1 to anti-J 8 serum. 
E. J1G J-8 Jfl消に止すする CylJ-8, Cy! 1…1 01, Cy! 14-4-1 Ji'LJJfiのゲJレ F'-Jttl~年
反応．
Precipitation reactions of antigens from Cy! J…8, Cy! 1…1…01, and Cy! 
14-4 1 to anti-J-8 serum. 
F. 抗Js 1rllmに対する Cy!J-8, Cy! 1-1-01, Cy! 6 i完成のゲ・ノレ内沈降反応．
Precipitation reactions of antigens from Cy! J-8, Cy! 6, and Cy! 1-1-01 
to anti-J 8 serum. 
Plate III 
